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おわりに

レンブラントのメディウムとフランドル絵画
　今一度、技法史の中でレンブラントを見てみたい。
　レンブラントの技法の特徴は、初期フランドル絵画の
持つ絵具の透明性と、ヴェネツィア派の持つ絵具の可塑
性とを統合したことにあるというのははじめに述べたとお
りである。当初それは、おもに明るさを下層の明度に依
存するのか絵具の白に頼るのかといった、絵具の重層構
造の問題として考えていた。しかし実際に絵筆をとって
摸写をする中で浮かび上がってきたもう1つの問題は、メ
ディウムという、もっと材料的な側面だった。
　最近のメディウム分析によって、ファン・アイク（Jan 
van Eyck, 1395-1441）（図 27）、ロヒール・ファン・デル・

の関係から、その量に比例してメディウムの透明度を失
わせることがわかる。しかしごく少量の混入は、絵具の
流れ止めの効果を示すことにより、一度に絵の具層を厚
くできることでグラデーションのコントロールを容易にす
る効果をも持つことがわかる。そのような効果としてエマ
ルジョンが選択されたと仮定して作品を見る時、初期フラ
ンドルの作品群と、レンブラント、またルーベンスの作品
の比較から見えてくるのは、彼らの間に共通する独特の
グレーズ表現、つまり体質感を伴う透明な暗部の表現で
ある。
　レンブラントやルーベンスの作品を見るとき、その主な
表現方法から見れば、初期フランドル派にみられる、油
絵具の透明感を生かしグレーズを重ねる技法というより
も、むしろティツィアーノに始まるヴェネツィア派の技法を
強く示していると言える。つまり、彼らによって改良され
た固練り絵具による、不透明な明部の厚塗りとその上に
透明色を重ねることによってもたらされる、大胆な明暗表
現である。しかしそれをメディウムや材料の側面から見て
みるなら、そこから生まれる暗部の表現は明らかにフラ
ンドル派の持つ独特のメチエを示している。その意味で
言えば、レンブラントをファン・アイクらによって始められ
たフランドル絵画の系譜に属する最後の画家の一人として
位置づける見方がこれまで以上になされるべきではない
だろうか。

　彼と同時代を生きた画家、ヴァン・ダイク（Anthony 
van Dyck  1599-1641）はルーベンスの弟子として画家の
人生をスタートした。しかしヴァン・ダイクの作品を見ると、
師匠であるルーベンスの影響が顕著であるにもかかわら
ず、そこにはもはや、フランドル絵画の伝統ともいえる暗
部の絵具の盛り上がりはほとんど見てとることができな
い。その間に彼によってなされた素材の選択がなんであっ

図 27　�ファン・アイクにみられる暗部の盛り上げ表現

図 28、図 29　ウェイデンに見られる暗部の盛り上げ表現

ウェイデン（Rogier van der Weyden, 1399/1400-1464）
（図 28、図 29）など、15世紀、初期フランドル画家達の
作品の中にも卵、膠成分が検出されている。ここでもメ
ディウムがタンパク質を含むエマルジョンであった可能性
が示唆されていることになる（註 7）。その可能性について
考える上で、実際に、代表的な透明色の赤顔料であるク
リムソンレーキを練ってみると、卵、膠の混入は屈折率
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たかについては今後研究の価値がある課題として残して
おくとして、いずれにしてもこの時代がフランドル絵画と
その後の絵画とを隔てる一つの技法的転換期にあったこ
とがうかがえる興味深い例と言えよう。

註

1.	 画面全体を有色地にすることで中間色を作り、明部の白の使
用を効果的にする技法。絵具をうすく溶いた状態で全面に刷
毛塗りすることで透明な中間色を作ることができる。

2.	 マックスデルナー著　佐藤一郎訳『絵画技術体系』P513
3.	 『Art	 in	 the	 making	 Rembrandt‐New	 Edit ion‐

（National	gallery	London）』
4.	 濡れたままの画面の上で絵具を自由に混色したり、ぼかし込

んだりする技法。酸化重合によってゆっくり乾く乾性油の特
性を最も生かした油彩の方法と言える。

5.	 「レンブラント・リサーチ・プロジェクト（RRP）」責任者、ア
ムステルダム大学美術史名誉教授。1997年『Rembrandt :	
The	Painter	at	Work』を執筆。

6.	 グリザイユという用語を厳密に言えば白黒、つまりモノクロー
ムによる描画を意味するが、この言葉は実際はもう少し広義
の意味で使われているようだ。『Art	 in	 the	 making	
Rembrandt』の中でもレンブラントのグリザイユについて、「
グリザイユの最初の段階は直接この茶色のトーンを使った。
」というような記述がある。これはむしろカマイユの概念に近
い使われ方と言える。

7.	 『Rogier	 van	 der	 Weyden‐	 St .Luke	 drawing	 the	
Virgin（The	Museum	of	Fine	Arts,	Boston）』

	 『Rembrandt:	 The	 Painter	 at	 Work（Ernst	 Van	 De	
Wetering）』
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